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(5)学生-人当たりの講義 ･演習等の出席率 (欠席率) [cj出席記録]












83 講義 ･演習等の初回と最終回の間での考えや理解等の変容 [cj初回と最終回のコメント等の比較検討]
84)講義 ･演習等の最終回における学生の振り返り [C]最終回での感想文 ･評定]
8日 講義 ･演習等の最終回を終えた時点での担当教員の振り返り [ej反省文 ･評定]
そして最終的には､教育活動の効果は､時間を経た後にそれがどのような形で役立っているか､という視点から検
討されなくてはならない ｡ これには例えば､次のようなものが含まれるであろう｡







に検討を行わなければならないのである｡ 当然のことながら､そうした検討を通 じて､表層的な面での ｢良い教育｣
が､長い目で見るならば結局は必ず しも ｢良い教育｣とは言えない､といった結果になる場合もあるはずである｡ し





調査対象 (客観的)事実確認 ビデオ記録等 振 り返り
学 生 4.5 6.7.9 10.ll.13.14.16
教 員 8.9 12.15.17
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